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2021 年度（総合型選抜）AO 選抜入学試験 国際関係学部  
「国際関係学専攻講義選抜方式」  

 

【選考講評】  
１．  実施状況  

志願者数、合格者数等  

学科・学域・専攻   志願者数  一次合格者数  最終合格者数  

国際関係学専攻  49 18 10 

 

２．  試験内容  

（1）  第一次選考  

第一次選考は、出願書類（エントリーシート）に記載されている内容にも

とづき審査を行いました。エントリーシートは 3 つの欄に分かれています。 

A 欄：国際関係学部を志望するに至った理由を、あなたの経験や体験を交え

て記述してください。  

B 欄：入学後に学びたい分野やテーマについて、具体的事例を挙げながら記

述してください。  

C 欄：卒業後の進路（就職や大学院進学など）についての希望を記述してく

ださい。  

また、英語外部資格試験証明書の提出も併せて求め、基礎的な英語力の確

認を行いました。  

 

（2）  第二次選考  

第二次選考では、講義を聴いたうえで 60 分のグループ・ディスカッショ

ンを行い、その内容を 20 分間にわたって小論文にまとめるという方式で行

われました。グループ・ディスカッションのテーマは「あなたは日本の大学

でのオンライン授業の標準化についてどのように考えますか。その根拠につ

いて、誰にどのような影響があることが想定されるか、そしてそれらに対し

てどのように対応すべきかを議論してください。」というものでした。小論文

の問題は「グループ・ディスカッションを参考に、日本の大学でのオンライ

ン授業の標準化について自分の考えを述べてください。なお、賛成、反対ど

ちらの立場でも構いません。」というものでした。  

 

３．  出題の意図・評価のポイント・解答状況  

（1）  第一次選考  

 立命館大学国際関係学部の「国際関係学専攻講義選抜方式」入学試験は、

本学国際関係学部を志望し、自分自身の観点から国際関係を考察し創造する

ことのできる能力に優れた人を受け入れるための入試方式です。つまり、単
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なる学問的な理解力や分析力だけではなく、自らの考えや意見をしっかりと

持ち、それにもとづいて平和で豊かな新しい国際関係を創造していける人を

選抜する試験です。したがって、「志望理由」も、受験生自身の経験や体験に

もとづいたものであることが強く求められました。その際には、学習意欲や

国際社会についての関心の度合いが評価の中心となりました。「入学後に学

びたい分野やテーマ」に関しては、まだ入学以前の段階ですので、それほど

細かく絞り込む必要はありません。「志望理由」で述べた経験や体験が、単な

る印象にとどまることなく一定程度昇華して、国際政治や国際経済などの具

体的な分野やテーマに結びついていった経緯をみました。また、文章表現の

正確さや説得力、論理構成なども評価の対象としました。  

 

（2）  第二次選考  

本年の講義テーマは、「大学でのオンライン授業を標準化すべきかどうか」

でした。学習格差・ネット格差という状況において、「大学での学習はひとそ

れぞれ多様性を重視すべきか、共通要素を中心とした画一的な方法をとった

方が有効なのか」という問いがそのテーマです。この大学での学習に関する

問いについて、2 つのグループでディスカッションしていただきました。  

この第二次選考では、賛成・反対それぞれの立場から活発な意見交換がみ

られました。ディスカッションを傍聴していて大変興味深かった点は、最初

明快だった「賛成派」「反対派」の立場が、議論が深まるにつれて相互に歩み

寄り、論点を共有しあい、最後にはほぼ共通の認識を分かち合うほどに議論

が成熟した点です。これはまさに、わたしたちが未来の国際関係学部生に期

待しているディスカッションの姿であって、第二次選考に残った受験生の高

い学力と社会関心の深さを物語るものでした。  

講義の中でもいくつか紹介されていたように、COVID-19 によって世界で

オンライン授業が導入されるようになりました。オンライン授業のメリット

としては、自分のペースで学習できること、何度でも繰り返し受講・復習す

ることができること、また、通学時間が短縮されるなどの利点が挙げられて

おります。他方、オンライン授業の問題点として、教員との関係において臨

場感が欠けること、学生同士の関係においては孤独感を覚えること、学習環

境・ネット環境の格差が生じること、などがデメリットとして挙げられてお

ります。  

議論の中では、こうしたメリットとデメリットを踏まえつつ、可能な限り学

生たちの個別の状況とニーズに応えつつ、みなが平等の機会を得ることに対

する必要性が指摘され、これを実現するためにどうすればいいのか、という

点について様々な角度からが活発な議論がなされました。このように、一つ

の問題に対して多面的に議論を展開する力は、きわめて重要です。また、相

手の立場や意見を尊重しつつ、自己の考えを明確に示す能力が求められます。

ディスカッションでは、学生個々人の状況や平等を追求する姿勢がみられる   
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一方で、議論の論点が自分たちにとって都合がいいか、否かという点で意見

の合意が成立していたのはやや物足りなさを感じました。以上のような議論

の内容を踏まえて、それぞれの受験生の議論への参加度合い、他の意見に対

する理解力、それにもとづく議論の展開力、論理的思考力、議論が行き詰っ

た時の突破力などを総合的に評価しました。  

小論文では、60 分にわたる広くて深いグループ・ディスカッションの内容

を、改めて秩序立てて整理し、自分の意見を確定していく作業を行ってもら

いました。長時間の議論を踏まえたものでしたので、どの小論文もたいへん

よくまとまっていました。その中でも特に評価の高かったものは、講義とデ

ィスカッションの内容をバランスよく整理したうえで、それに基づいて論理

的かつ説得的に自分の立場と政策を提案するものでした。  

 

４．  次年度受験生へのアドバイス  

 第一次選考では、日々の経験や体験の中に国際関係にかかわる事象を発見し、

それを深く考え抜く能力が問われます。もちろん、その経験や体験というのは、

長期留学や異文化体験だけを指しているのではありません。ふとした日常体験

の中にも、複雑な国際関係が色濃く影を落としているものです。まずそれに気

づく力、持続的に考え続ける力、そして社会問題全般に対する問題意識を日々

磨いていってください。  

第二次選考では、講義の内容を正確に聴き取る能力がまず問われます。さら

に講義の内容を踏まえて与えられたテーマにそったグループ・ディスカッショ

ンを有効に展開していくためには、様々な現代的課題に関する基礎知識と問題

意識を日々磨いておくことが大切です。そして、友人たちと少しまじめなテー

マでディスカッションする機会をできるだけ持つようにしましょう。司会進行

役やまとめ役を引き受けてみることも大切です。一見対立する意見の中に共通

点を見出し、同じ意見だと思っていたのに前提条件が全然違っていてびっくり

した、といった体験をもってみましょう。国際関係学部で学習するためには、

外国語能力が必要であることはもちろんですが、自国語で論理的に議論を展開

することがなければ外国語でも読み書きはまともにできません。このことをぜ

ひ、受験生の皆さんにも認識してほしいと思います。  

また、長時間にわたるディスカッションの内容を踏まえて小論文を作成する

には、議論の要約力や論理的な文章作成能力も問われます。新聞やメディアを

毎日欠かさずチェックし、国際的な問題、さらにそれが日本の政治経済社会に

どのような影響があるか、などの点で特に教養的内容の書籍やドキュメンタリ

ーを数多く眼にして、日頃から内外の課題となっている問題について深く考え

る習慣を身につけましょう。また、物事を客観的にとらえ、自分の考えを論理

的に表現する文章作成の訓練も行っておくと良いでしょう。  

 

以上  


